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	離職について
	T：　まず、先生には離職期間がありました。出産・育児・介護・病気など、理由は人それぞれあると思いますが、先生の場合、離職のきっかけと、その当時のお気持ちを教えてください。
	K：　外科で8年ほど勤務していたのですが、子どもができたとき、夫も外科医でしたので、緊急手術などへの対応が難しく、物理的に仕事と子育ての両立ができないことは分かっていました。子どもがかわいかったですし、子育てへの責任感もありましたので、一度きっぱり仕事を離れて、しっかり子どもを育てようと決心しました。
	T：　離職を考えたとき、誰かに相談したり、ほかの選択肢を検討したりしましたか？
	K：　もちろん夫に相談しました。子どもができたのは30代のときでした。外科医として休みたくないという夫の気持ちも理解できましたし、中途半端にやるのはどうかという思いもあって、自分が子育てをする方がいいだろうと判断しました。もし夫が子育てをすると言えば私が働き続けたと思いますが、どちらかがということで、私が休むことにしました。他の人に相談していれば「続けてみては」という回答もあったと思います。しかし、続けながら自分が追い込まれていくことが怖かったので、自分の意志で一度しっかり離れることにしました。
	T：　本当に大きなご決断だったと思います。このインタビューをご覧になる先生方の中には、迷っている方や、離職後の先行きを考えている方もいらっしゃると思います。そのような方々に、また当時の自分に声をかけるとしたら、何と伝えたいですか？
	K：　当時の自分に声をかけるとしたら、「そっちの選択も結構大変だよ、エラいね」と言ってあげたいと思います。  今の社会では、夫婦であれ一人であれ、子育てや介護をしながら、あるいは病気を抱えながら仕事を続けることには多くの困難があります。その時に一つに決めきれない部分があって当然だと思います。でも、その時の自分の選択を信じて、まずはやってみることが大切ではないでしょうか。その選択が良かったのか悪かったのかは後になってわかることで、やってみないと分かりません。得られた結果からまた別の選択をすることもあ...
	T：　心強いお話ですね。何かを選択したとしても、それが一本道ではなく、その先にいくつもの分岐点があって、自分の希望を大きな目で見ながら修正していくこともできる。「選択したことを信じてやってみよう」ということですね。ありがとうございます。
	復職について
	T：　お子さんが生まれて、子育てに集中しようとご主人と相談して離職され、そして今度は復職しようと考えられた。こちらの復職支援室にアクセスされたわけですが、復職を考えたときのお気持ちを聞かせていただけますか。
	K：　復職については、ことあるごとに「また働けるかな」と何度も考えました。ただ、その都度、周囲の環境を考慮したり、医療情報が十分得られなかったりして、なかなか決断できませんでした。しかし50歳を過ぎたころ、子どもも大きくなり、自分の自由な時間も増えて、自分が本当に何をしたいかを考えたとき、やはり医者に戻りたい、医者をやっていたときの充実感が忘れられない、と思いました。また、夫婦がお互い年を重ね、将来病気になることもあるでしょう。そのとき自分が働いていれば、夫もしっかり休んで治療に専念できると考えた...
	T：　医師として働いた記憶があって、嫌いで辞めたわけではなく、ご家族の将来を長い目で見て働くことを決意された。よく分かります。私には離職経験はありませんが、学生のころや研修医のころの気持ちを大切にして、つらいときにその原点を思い出してもう少し頑張ろうとすることがあります。先生のお話と重なる部分がありますね。
	T：　医師として復職する強い意志を持ち、就職先を積極的に探しながら研修に臨んでいただきましたが、研修前と研修修了後とで、気持ちにはどのような変化がありましたか？
	K：　復職しようと思ったとき、強い意志があったというよりは、右も左も分からない状態でした。長いブランクもあって、「外科はもう難しいか、転科を考えなければ……内科はどうか……」と思いながらも、情報をどう集めればよいか分からず、自分が何科で何ができるのかも全く見えない状態でした。スタートの段階で「もっと助けがあれば」と感じました。条件を提示すれば就職のマッチングサービスはいくつもありますが、そういうことではなくて。気持ちは立ち上がっているのに動けない状態が、3か月ほど続きました。  あちこちにコンタク...
	T：　傍から見ていると行動力・決断力のある方だと感じていましたが、実際はそのような不安や迷いがあったとのこと。今まさに迷いや不安を抱えている先生方には、とても励みになるお話だと思います。ありがとうございます。
	医師として働くことについて
	T：　これまでのお話を踏まえて、今の先生にとって、医師として働くことにはどのような意味があると考えていますか？
	K：　医師という仕事が好きで、全力で取り組んだことがそのまま患者さんのためになる、本当に素晴らしい仕事だとずっと思っています。そういう仕事を続けることが生きがいになり、自分を豊かにしてくれるとも思っています。今回それがまたできそうだと思えて、あらためて大きな満足感を得られるのではないかと感じています。
	T：　どんな仕事にも言えることかもしれませんが、医師という仕事には独特のやりがいがありますね。私自身もそう感じています。ありがとうございました。
	復職にあたっての診療科の選択について
	O（復職支援室 医師スタッフ）：　先生の行動力には本当に感銘を受けています。この復職支援室を見つけてくださり、私たちも大きな刺激をいただきました。復職の際、元の診療科にそのまま戻るのではなく転科を選ばれましたが、どの診療科を選ぶかについて、決め手となったことをお聞かせいただけますか。
	K：　外科と内科は全く違うので、自分に何ができるか全くわかりませんでした。とにかくやってみて、失敗してもいいからやってみれば何かが得られる、やってみてから方向性を変えることもできると考えていました。  面談で「最初は対人以外の仕事から始めてみてはどうですか」「就職先を考えると、総合内科はどうでしょう」とアドバイスをいただいて、具体的に考えられるようになりました。  復職へのハードルとしては、家庭のことの方が大きいと感じています。そのうえで欲を言えば、離職中にオンライン学習ができる環境や、月1回・週...
	O：　そうですね。復職を決意する前の段階から、オンラインで学習したり相談したりできる機会があれば、踏み出しやすくなりますね。ありがとうございます。
	復職にあたってのご家族のこと
	A（復職支援室 医師スタッフ）：　復職にあたって、ご家族との間で家事や負担をどのようにやりくりされたか、お聞かせいただけますか。
	K：　家族への負担が一番気がかりでした。特に子どものこと。研修先と自宅が離れていたため、3日間ビジネスホテルに泊まって研修を続けることになったのですが、「3日間も子どもを置いていっていいのか」という不安がありました。でも上の子が「お母さんもしたいことをしていいんじゃない」と言ってくれて、意外と子どもの方がすんなり理解してくれました。  私がいない間は夫に頑張ってもらうしかなく、何度も話し合いました。食事もお弁当も作ってほしいとお願いしたのですが、最初は乗り気でなかったので「私も十何年やってきたよね...
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